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実施計画

第５次実施計画

997,626 997,626 524,190 524,190

1 総

市道０２１７号
線（旧遠藤茅ヶ
崎線）歩道整備
事業

歩道を設置し歩行者や自
転車等の安全確保を図
る。

道路利
用者

施
整

市道０２１７
号線（旧遠藤
茅ヶ崎線）歩
道整備事業

道路管理
課

81,234 5
市道０２１７
号線歩道設置

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

1

市道０２１７号
線（旧遠藤茅ヶ
崎線）歩道整備
事業

道路管理
課

旧道路管理課事
業のため道路管
理課にて評価

歩道整備工事 歩道整備工事 L=130m 69,734 5
市道０２１７
号線歩道設置

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 23

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

1

市道０２１７号
線（旧遠藤茅ヶ
崎線）歩道整備
事業

道路管理
課

旧道路管理課事
業のため道路管
理課にて評価

物件調査算定委
託

調査件数 ９件 11,500 5
市道０２１７
号線歩道設置

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

2 総
矢畑萩園線歩道
設置事業

狭隘な歩道の拡幅整備を
行い、歩行者や自転車等
の安全確保を図る。

道路利
用者

施
整

矢畑萩園線歩
道設置事業

道路管理
課

23,900 6
矢畑萩園線歩
道設置

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

2
矢畑萩園線歩道
設置事業

道路管理
課

旧道路管理課事
業のため道路管
理課にて評価

物件補償 件数 電柱３本 900 6
矢畑萩園線歩
道設置

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

2
矢畑萩園線歩道
設置事業

道路管理
課

旧道路管理課事
業のため道路管
理課にて評価

歩道整備工事 歩道整備工事 L=130m 23,000 6
矢畑萩園線歩
道設置

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 23

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

3 総
市道０１１０号
線歩道設置事業

歩道を設置し、歩行者や
自転車等の安全確保を図
る。

道路利
用者

施
整

市道０１１０
号号線等歩道
設置事業

道路管理
課

55,295 未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

3
市道０１１０号
線歩道設置事業

道路管理
課

旧道路管理課事
業のため道路管
理課にて評価

用地買収 用地買収面積
602.62
㎡

31,725
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

3
市道０１１０号
線歩道設置事業

道路管理
課

旧道路管理課事
業のため道路管
理課にて評価

歩道整備 歩道設置延長 L=45m 7,070
不
可

必
要

可
不
可

無 有り 23

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

3
市道０１１０号
線歩道設置事業

道路管理
課

旧道路管理課事
業のため道路管
理課にて評価

物件補償 物件補償 完了 16,500
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

4 総
道路事業用地維
持管理業務

道路事業用地買収に伴う
測量等業務及び買収済み
用地工事着手までの維持
管理を行う。

道路利
用者・
用地買
収対象
地権者

施
管

道路建設
課

2,677
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 3,035 未 高 高 高

現状維
持

なし 維持

4
道路事業用地維
持管理業務

道路建設
課

道路事業用地維
持管理

対象路線 １３路線 １３路線 2,677
道路事業用地維
持管理

対象路線 １３路線 3,035
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

5 総
堤坂下交差点改
良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

道路建設
課

4,030
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 12,805 未 高 高 高

現状維
持

有り 維持

5
堤坂下交差点改
良事業

道路建設
課

堤坂下交差点改
良事業

用地買収
A=48.1
3㎡

A=48.1
3㎡

4,030

5
堤坂下交差点改
良事業

道路建設
課 物件補償 件数 2件 3,209

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

5
堤坂下交差点改
良事業

道路建設
課 用地買収 用地買収面積

A=24.1
3㎡

2,841
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

5
堤坂下交差点改
良事業

道路建設
課 道路改良工事

道路改良工事
完成延長・幅
員

L=28m
W=2.5m

6,755
不
可

必
要

可
不
可

無 有り 23

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

実施計画
事業名

道路建設課

目標値

活動

活動

活動指標の名称

実績

活動指標の名称

活動ごとの
予算額

基礎情報

道路建設課

活動

実績値

活動量・サービス量の達成状況事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
区
分

21年度
所管

課かい

平成２１年度評価

活動

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業 事後評価
平成２２年度計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

21年度
の取組
に対す
る分析

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

優先
順位

重点事業
の名称

22年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー

ズ

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円） 事業の改善提案

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

必要性

③
成
果

⑤
そ
の
他目標値

今後の事業展開

改善の内容

改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

事業の
方向性

予算内訳（千円）
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実施計画

第５次実施計画

997,626 997,626 524,190 524,190

実施計画
事業名

道路建設課

目標値

活動

活動

活動指標の名称

実績

活動指標の名称

活動ごとの
予算額

基礎情報

道路建設課

活動

実績値

活動量・サービス量の達成状況事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
区
分

21年度
所管

課かい

平成２１年度評価

活動

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業 事後評価
平成２２年度計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

21年度
の取組
に対す
る分析

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

優先
順位

重点事業
の名称

22年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー

ズ

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円） 事業の改善提案

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

必要性

③
成
果

⑤
そ
の
他目標値

今後の事業展開

改善の内容

改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

事業の
方向性

予算内訳（千円）

6 総
市道６３４２号
線道路改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

市道０１１０
号線・６３４
２号線等道路
改良事業

道路建設
課

11,604
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 15,142 未 高 高 高

現状維
持

有り 維持

6
市道６３４２号
線道路改良事業

道路建設
課 用地買収 用地買収面積

A=320.
28㎡

A=320.
28㎡

11,604

6
市道６３４２号
線道路改良事業

道路建設
課 道路改良工事

道路改良工事
完成延長・幅
員

L=110m
W=7.2m

15,142
不
可

必
要

可
不
可

無 有り 23

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

7 総
市道６４４２号
線道路改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

市道０１１０
号線・６３４
２号線等道路
改良事業

道路建設
課

32,064

工事は実施できな
かったが、用地買収
を行い今後の成果が
見込める。

Ｃ 7,882 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

7
市道６４４２号
線道路改良事業

道路建設
課 道路改良工事

道路改良工事
完成延長・幅
員

L=65m
W=4.5m

L=0m
0

7
市道６４４２号
線道路改良事業

道路建設
課 物件補償 件数 2件 7,882

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

7
市道６４４２号
線道路改良事業

道路建設
課

市道６４４２号
線道路改良事業

地元説明ほか １
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

7
市道６４４２号
線道路改良事業

道路建設
課 用地買収 用地買収面積

A=344.
90㎡

A=336.
15㎡

32,064

8 総
高田萩園線道路
改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

道路建設
課 Ｚ 未 高 高 高 拡大 なし

増
や
す

8
高田萩園線道路
改良事業

道路建設
課 休止

今後実施する
道路整備プロ
グラムによる
事業方向性の
検討

休止

今後実施する
道路整備プロ
グラムによる
事業方向性の
検討

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし

9 総
行谷芹沢線道路
改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

行谷芹沢線道
路改良事業

道路建設
課

35,246
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 15,706 未 高 高 高

現状維
持

有り 維持

9
行谷芹沢線道路
改良事業

道路建設
課 用地買収

用地買収面積 A=942.
81㎡

A=789.
13㎡

34,263

9
行谷芹沢線道路
改良事業

道路建設
課 用地買収

用地買収面積 A=106.
13㎡

4,609
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

9
行谷芹沢線道路
改良事業

道路建設
課 用地買収

用地買収面積 A=227.
81㎡

9,897
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

9
行谷芹沢線道路
改良事業

道路建設
課 用地測量委託 用地測量面積

A=1,25
0㎡

A=3,80
0㎡

983

9
行谷芹沢線道路
改良事業

道路建設
課 待避所整備工事

完成延長・幅
員

L=38m
W=2.0m

1,200
不
可

必
要

可
不
可

無 有り 23

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

10 総
下寺尾芹沢線道
路改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

下寺尾芹沢線
道路改良事業

道路建設
課

50,995
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 4,030 未 高 高 高

現状維
持

なし 維持
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実施計画

第５次実施計画

997,626 997,626 524,190 524,190

実施計画
事業名

道路建設課

目標値

活動

活動

活動指標の名称

実績

活動指標の名称

活動ごとの
予算額

基礎情報

道路建設課

活動

実績値

活動量・サービス量の達成状況事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
区
分

21年度
所管

課かい

平成２１年度評価

活動

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業 事後評価
平成２２年度計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

21年度
の取組
に対す
る分析

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

優先
順位

重点事業
の名称

22年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー

ズ

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円） 事業の改善提案

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

必要性

③
成
果

⑤
そ
の
他目標値

今後の事業展開

改善の内容

改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

事業の
方向性

予算内訳（千円）

10
下寺尾芹沢線道
路改良事業

道路建設
課 道路改良工事

道路改良工事
完成延長・幅
員

L=270m
W=6m

L=274m
W=6m

47,026

10
下寺尾芹沢線道
路改良事業

道路建設
課 設計委託 道路詳細設計

L=300m
W=12m

L=300m
W=12m

3,969

10
下寺尾芹沢線道
路改良事業

道路建設
課 用地測量委託 用地測量面積

A=16,2
00㎡

4,030
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

11 総
北部地区道路改
良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

道路建設
課

50,055
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 未 高 高 高

現状維
持

なし 維持

11
北部地区道路改
良事業

道路建設
課

北部地区道路改
良事業

道路改良工事
完成延長

２路線
L=214m
W=5～
6m

２路線
L=216.5
m W=5
～6m

31,906 休止
広域事業政策
課からの配当
替え予算なし

11
北部地区道路改
良事業

道路建設
課

北部地区道路改
良事業

道路改良工事
完成延長

２路線
L=260m
W=6～
7.5m

(L=0m)
２路線
L=230m
W=6～
7.5m

18,149 休止
広域事業政策
課からの配当
替え予算なし

12 総
寺尾橋橋りょう
整備事業

橋りょうを整備し、都市
機能の充実を図り安全で
円滑な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

寺尾橋橋りょ
う整備事業

道路建設
課

1,538
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 未 高 中 高 拡大 なし

増
や
す

12
寺尾橋橋りょう
整備事業

道路建設
課 調査委託

埋蔵文化財調
査（報告書作
成）
委託費用負担

500冊 500冊 1,538

12
寺尾橋橋りょう
整備事業

道路建設
課 河川管理者協議

河川工事等の
施行承認申請
書

１
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

12
寺尾橋橋りょう
整備事業

道路建設
課

神奈川県、寒川
町と協議

協定書締結 １
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

13 総
街路事業用地維
持管理業務

街路事業用地買収に伴う
測量等業務及び買収済み
用地工事着手までの維持
管理を行う。

道路利
用者

施
管

道路建設
課

6,820
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 5,960 未 高 高 高

現状維
持

なし 維持

13
街路事業用地維
持管理業務

道路建設
課

街路買収用地維
持管理

対象路線 ２路線 ２路線 6,729
街路買収用地維
持管理

対象路線 ２路線 5,880
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

13
街路事業用地維
持管理業務

道路建設
課

街路整備促進協
議会との連絡調
整

連絡調整会議
出席

２回 ２回 91
街路整備促進協
議会との連絡調
整

連絡調整会議
出席

２回 80
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

14 総
新国道線街路事
業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

新国道線街路
整備事業

道路建設
課

204,995
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 76,088 2

新国道線街路
事業

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

14
新国道線街路事
業

道路建設
課

新国道線街路事
業

用地買収
A=390.
43㎡

A=476.
19㎡

204,995

14
新国道線街路事
業

道路建設
課 補償補填 件数 15件 47,267 2

新国道線街路
事業

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

14
新国道線街路事
業

道路建設
課 歩道設置工事

完成延長・幅
員

L=300m
（片側）
W=4m

28,821 2
新国道線街路
事業

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 23

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持
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実施計画

第５次実施計画

997,626 997,626 524,190 524,190

実施計画
事業名

道路建設課

目標値

活動

活動

活動指標の名称

実績

活動指標の名称

活動ごとの
予算額

基礎情報

道路建設課

活動

実績値

活動量・サービス量の達成状況事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
区
分

21年度
所管

課かい

平成２１年度評価

活動

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業 事後評価
平成２２年度計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

21年度
の取組
に対す
る分析

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

優先
順位

重点事業
の名称

22年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー

ズ

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円） 事業の改善提案

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

必要性

③
成
果

⑤
そ
の
他目標値

今後の事業展開

改善の内容

改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

事業の
方向性

予算内訳（千円）

15 総
東海岸寒川線街
路事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

東海岸寒川線
（高田地区）
街路整備事業

道路建設
課

294,911
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 23,227 3

東海岸寒川線
街路事業費

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

15
東海岸寒川線街
路事業

道路建設
課 道路整備工事

道路整地工事
延長・幅員

L=80m
W=16m

L=108m
W=16m

4,821 道路整備工事
道路整地工事
延長・幅員

L=86m
W=16m

4,100 3
東海岸寒川線
街路事業費

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 23

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

15
東海岸寒川線街
路事業

道路建設
課 用地買収 用地買収面積

A=938.
98㎡

(A=168
5.45㎡)
A=705.
87㎡

163,374

15
東海岸寒川線街
路事業

道路建設
課 用地買収 用地買収面積

A=729.
09㎡

A=745.
31㎡

126,716

15
東海岸寒川線街
路事業

道路建設
課 用地買収 用地買収面積

A=56.9
4㎡

9,908 3
東海岸寒川線
街路事業費

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

15
東海岸寒川線街
路事業

道路建設
課 設計委託

道路詳細修正
設計委託

L=0.34k
m

2,520 3
東海岸寒川線
街路事業費

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

15
東海岸寒川線街
路事業

道路建設
課 用地買収 用地買収面積

A=61.5
4㎡

6,699 3
東海岸寒川線
街路事業費

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

16 総
赤羽根甘沼線道
路改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

赤羽根甘沼線
道路改良事業

道路建設
課

67,035
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 1,390 完 高 高 高 終了 なし

予算
なし

16
赤羽根甘沼線道
路改良事業

道路建設
課 道路改良工事

道路改良工事
完成延長

L=220m
W=7.5～
10m

L=220m
W=7.5～
10.7m

32,514

16
赤羽根甘沼線道
路改良事業

道路建設
課 家屋調査委託 調査棟数 7棟 1,390

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
予算
なし

16
赤羽根甘沼線道
路改良事業

道路建設
課 道路改良工事

道路改良工事
完成延長

L=265m
W=7.5～
10m

(L=0m)
L=330m
W=7.5～
12.9m

34,521

701 総
芹沢遠藤線道路
改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

芹沢遠藤線道
路改良事業

道路建設
課

30,469
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ

701
芹沢遠藤線道路
改良事業

道路建設
課

芹沢遠藤線道路
改良事業

道路改良工事
完成延長

L=120m
W=9.0m

L=121.3
m
W=4.5～
11.2m

30,469

17 総
茅ヶ崎駅北口周
辺道路整備事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

茅ヶ崎駅周辺
整備事業

道路建設
課

30,377
事務事業の達成に向
けてすでに成果が出
ている。

Ａ 44,896 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

17
茅ヶ崎駅北口周
辺道路整備事業

道路建設
課 設計委託 道路詳細設計

L=0.24k
m

L=0.24k
m

6,330

17
茅ヶ崎駅北口周
辺道路整備事業

道路建設
課

電線地中線化工
事

電線地中線化
工事完成延
長・幅員

L=117
ｍ

L=122m 24,047

17
茅ヶ崎駅北口周
辺道路整備事業

道路管理
課

引込連携管設備
工事委託

委託件数 3件 44,896
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持
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実施計画

第５次実施計画

997,626 997,626 524,190 524,190

実施計画
事業名

道路建設課

目標値

活動

活動

活動指標の名称

実績

活動指標の名称

活動ごとの
予算額

基礎情報

道路建設課

活動

実績値

活動量・サービス量の達成状況事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
区
分

21年度
所管

課かい

平成２１年度評価

活動

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業 事後評価
平成２２年度計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

21年度
の取組
に対す
る分析

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

優先
順位

重点事業
の名称

22年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー

ズ

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円） 事業の改善提案

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

必要性

③
成
果

⑤
そ
の
他目標値

今後の事業展開

改善の内容

改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

事業の
方向性

予算内訳（千円）

18 総
香川甘沼線道路
改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

施
整

香川甘沼線道
路改良事業

道路建設
課

166,810
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 141,860 4

香川甘沼線道
路改良

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

18
香川甘沼線道路
改良事業

道路建設
課 用地買収 用地買収面積

A=604.
24㎡

A=603.
91㎡ 162,456

18
香川甘沼線道路
改良事業

道路建設
課 物件補償 件数 1件 40,456 4

香川甘沼線道
路改良

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

18
香川甘沼線道路
改良事業

道路建設
課 用地買収 用地買収面積

A=210.
25㎡

99,404 4
香川甘沼線道
路改良

不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし 維持

18
香川甘沼線道路
改良事業

道路建設
課 用地測量委託 用地測量面積

A=15,0
00㎡

A=12,8
00㎡ 4,354

18
香川甘沼線道路
改良事業

道路建設
課 道路整備工事

暫定整備延
長・幅員

L=78m
W=1.5～
5.2m

2,000 4
香川甘沼線道
路改良

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 23

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

19 総
道路整備プログ
ラム

道路利
用者

政
策

道路整備プロ
グラム策定事
業

道路建設
課

8,000

平成22年度のプロ
グラム策定に向けて
ほぼ順調に進捗して
いる。

Ａ 11,740 1
道路整備プロ
グラム策定事
業

完 高 高 高 終了 なし
予算
なし

19
道路整備プログ
ラム

今後概ね１０年間の道路
整備計画を策定する。

道路建設
課 データ収集

調査対象路線
の選定

1 1 8,000
パブコメ
道路整備プログ
ラム作成

道路整備プロ
グラム策定

1 11,740 1
道路整備プロ
グラム策定事
業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
予算
なし

20 総
国・県補助金交
付申請書等の作
成事務

国・県補助金の採択、要
望、交付、請求までの事
務手続きを行う。

国・県
内
部

道路建設
課

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 現状維
持

なし
予算
なし

20

国・県補助金交
付申請書等の作
成事務

道路建設
課

国・県補助金等
の事務手続き

補助金歳入に
係る指定事務
手続きの期限
内提出率

１００％ １００％
国・県補助金等
の事務手続き

補助金歳入に
係る指定事務
手続きの期限
内提出率

１００％
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

21 総
都市計画法第53
条申請に対する
意見提出事務

道路・街路・開発事業に
よる公共施設と建築行為
との整合を図る。

申請者
内
部

道路建設
課

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 現状維
持

なし
予算
なし

21

都市計画法第53
条申請に対する
意見提出事務

道路建設
課

事業に対する意
見提出業務の期
限内調査、回答
提出

期限内提出率 １００％
１００％
 (23件)

事業に対する意
見提出業務の期
限内調査、回答
提出

期限内提出率 １００％
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22 総
開発事業事前協
議の意見提出事
務

道路事業・街路事業と開
発事業との整合を図る。

申請者
内
部

道路建設
課

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 現状維
持

なし
予算
なし

22

開発事業事前協
議の意見提出事
務

道路建設
課

事業に対する意
見提出業務の期
限内調査、回答
提出

期限内提出率 １００％
１００％
（67件)

事業に対する意
見提出業務の期
限内調査、回答
提出

期限内提出率 １００％
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

23 総
国・県からの道
路事業費等の調
査事務

道路事業・街路事業に係
る国・県からの調査等に
対応する。

国・県
内
部

道路建設
課

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 現状維
持

なし
予算
なし

23

国・県からの道
路事業費等の調
査事務

道路建設
課

調査等に対する
回答書提出業務
の期限内調査、
提出

期限内提出率 １００％
１００％
 (48件)

調査等に対する
回答書提出業務
の期限内調査、
提出

期限内提出率 １００％
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

888 総
災害応急対策活
動

地震動・津波等の災害発
生時に、被害を軽減し、
応急対策活動を課として
迅速的確に対処する。

全市民
等

義
務

道路建設
課

現状維
持

なし
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実施計画

第５次実施計画

997,626 997,626 524,190 524,190

実施計画
事業名

道路建設課

目標値

活動

活動

活動指標の名称

実績

活動指標の名称

活動ごとの
予算額

基礎情報

道路建設課

活動

実績値

活動量・サービス量の達成状況事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
区
分

21年度
所管

課かい

平成２１年度評価

活動

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業 事後評価
平成２２年度計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

21年度
の取組
に対す
る分析

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

優先
順位

重点事業
の名称

22年度業務計画に
おける課の重点事業

②
ニ
ー

ズ

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円） 事業の改善提案

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

必要性

③
成
果

⑤
そ
の
他目標値

今後の事業展開

改善の内容

改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

事業の
方向性

予算内訳（千円）

888
災害応急対策活
動

道路建設
課

道路・橋りょ
う・がけ地等の
被害状況調査
（災害等発生
時）

市内幹線・生
活道路の緊急
パトロールの
実施

随時 実績なし

道路・橋りょ
う・がけ地等の
被害状況調査
（災害等発生
時）

市内幹線・生
活道路の緊急
パトロールの
実施

随時

888
災害応急対策活
動

道路建設
課

風水害等災害事
前配備及び対応

班員の配備 随時
6月24日
8月1日
2回

風水害等災害事
前配備及び対応

班員の配備 随時

888
災害応急対策活
動

道路建設
課

部の災害応急対
策活動マニュア
ルの検証及び見
直し

マニュアルの
検証及び見直
し

４月 ４月

部の災害応急対
策活動マニュア
ルの検証及び見
直し

マニュアルの
検証及び見直
し

４月

888 総 庁内共通事務
道路建設

課
有り 23

再任用での対応が可
能


